別記様式２
	受領日：（元号）　　年　　月　　日
※被評価者は，本欄を記入しないこと。


（中間評価・テニュア付与に係る審査　共通）
テニュアトラック教員　研究業績等報告書
氏名：　　　　　　　　　　所属：　　　　　　　　　　当該期間：　　　　　　　　　
	１．研究内容
　・テーマ
　・研究内容の要旨


	２．研究業績
　・研究論文（当該期間に発表した審査付原著論文・総説）
　　タイトル名：（別添Ｘ）と記入し，論文の別刷を添付すること。その中でも，特に重要と考える論文３編については，他の論文の別刷と分けて添付すること。

　　また，被評価者自身がCorresponding authorである論文については，当該論文内の自身の氏名に「*」を付すこと。

　　なお，投稿中の論文については記載しないこと。（記載する場合は「７．当初の研究計画に対する達成度」に記載すること。）

　・著書（著書名，著書，発行年，出版社等）
　・学会等発表

本項に記載したシンポジウム・ワークショップ・国際学会等における特別講演，招待講演については，審査の過程において要旨集（写）の提出を求める場合があります。

　・新聞記事，審査なしの報告，紹介記事等
　・学会賞の受賞等
　・研究助成金等の獲得
　　次年度以降に見込まれる研究費の額等についても記載すること。

　・研究助成金等の申請等（獲得にいたらなかったもの）
　・共同研究，特許申請等，その他特記事項
　　企業・大学・研究機関等との共同研究については，誰とどのような研究を行っているのか。また，その研究規模（研究組織の人数，研究資金額等），エフォートはどの程度なのかを記載すること。

　　自分自身でリーダーシップを発揮したと思う点について記載すること。



	３．教育業績
　・講義，実習の時間数等
　・研究指導，学位論文作成指導
　　指導している学生の学年，人数及び論文題目（指導が終了している場合）については必ず記載すること。



	４．臨床活動（参加した場合）


	５．国際的な活動
　　過去１０年以内の具体的な在外経験（長期，短期），海外の研究機関の研究者との共同研究等を含む国際的な活動を積極的に記載すること。

（他の項目との重複記載を可とする。）



	６．社会活動
　・学会活動（学会役員，学会委員，学会の主催等）
　・国，県，市町村の委員等，地域活動（フィールドワーク等），公開講座，国際貢献等
　・その他の活動


	７．当初の研究計画に対する到達度（自己評価）
　・研究の進捗状況（未発表の成果を含む。）
　・今後の展望
　　今後の研究方針，研究資金，研究協力者（指導学生を含む。）などを記載すること。



	８．セミナー演題名（発表内容は「１．研究内容」に記載されたものとすること。）



　上記のとおり相違ありません。
　　　（元号）　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　印
※フォントサイズは１０．５ポイントとして下さい。

※重要な業績等は，厳選した上でゴシック等（或いは太字等）で記載ください。

※ページ数については制限を設けませんが行数を詰めるなどの工夫をしてください。

